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■■■ 例会プログラム ■■■   

例 会 日 卓 話 者 演 題 

4 月 23 日 河原・清原・佐々木 会員 地区研修・協議会報告 

4 月 30 日 飯塚詔・内田・堀江 会員 地区研修・協議会報告 

5 月 7 日 休  会  

5 月 14 日 
マクロビオティックネットワーク 

キッチンスタジオ 夢の食卓 

代表 浅津 知子 様 

 

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前々回補正出席率

44 34 10 (4)  85.00% 90.00 % 

■■■ 欠席者 ■■■  

飯塚詔／原孝／小松／三好／石原俊／飯塚俊 

(山根／牧野／木村／山口)  

■■■ 来訪者 ■■■   

な し 

■■■ メークアップ ■■■   

4/19 河原・清原・飯塚詔・佐々木・内田・堀江（地区研修・協議会） 

4/20 高砂・持田稔（出雲中央） 
*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（ 5 月 14 日 ） 小村益造／遠藤 栄／河原治子 

（ 5 月 21 日 ） 大谷良治／原 孝士／原 泰久 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   

月 出雲中央 6/22 6/29(休) 松江南   

火 出雲  松江しんじ湖 4/28  6/23  6/30

水 大社   松江   6/17 6/24     

木  松江東 4/30  5/7  6/18  6/25 

金 出雲南   

■■■ 会長挨拶 ■■■  

先般４月１9 日は、地区研修・協議会が岡山で開催され、我クラブから 7

名が参加しました。次年度のロータリー活動の発展を期するため、年度前

に研修する機会が設けられるこの協議会は、次年度の会長、幹事、職業

奉仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕、事務局担当の７名の出席

要請がありました。 

 次年度地区ガバナー佐藤芳郎氏（岡山南）の主催によるこの研修には

第２６９０地区１１グループの担当者の出席で開催され、会員による熱心

な協議会となりました。そして、次年度佐藤ガバナーにより、次年度ＲＩ会

長Ｋ.Ｒ.ラビンドラン氏の 2015～16 年度ＲＩテーマ「Ｂｅ ａ ｇｉｆｔ ｔｏ ｔｈｅ 

ｗｏｒＩｄ（世界へのプレゼントになろう）」の紹介と、ガバナー自身の合い言

葉「あいことばはＥｎｊｏｙ Ｒｏｔａｒｙ」の発表がありました。 

 本日も、地区研修・協議会の報告がありますが、次年度ＲＩ会長のテー

マや第２６９０地区ガバナーの合い言葉は、ロータリーが目指しているもの

等々、今後クラブの中でも取り上げ協議されていくものとおもいます。 

■■■ 幹事報告 ■■■   

１．例会変更 

   ○ 松江RC        6/17(水) 最終夜間例会 

      ビジター受付 12:00～12:30 ホテル一畑 

   ○ 松江しんじ湖RC   6/23(火) 夜間例会 

      ビジター受付 12:00～12:30 すいてんかく 

２．休  会 

○ 松江RC        6/24(水)  定款第６条による 

      ビジター受付 12：00～12：30 ホテル一畑 

○ 松江しんじ湖RC   6/30(火)  定款第６条による 

      ビジター受付 12：00～12：30 すいてんかく 

■■■ 次年度幹事報告 ■■■   

○ 4 月24 日(金) 18：30 より次年度理事・役員会を開催致します。 

■■■ スマイル ■■■   

河原 （園山君 おめでとう！ 期待しています。） 

曽田 （4月26日(日)愛宕山公園でたてぬい建設共同組合主催の動物

ふれあい祭りを開催します。 お子様、お孫様とお出かけ下さい。） 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■   

「地区研修・協議会報告」 

会長部門                          河原治子 

国際ロータリー第 2690 地区 2015-2016 年度、岡山コンベンション

センターに於いて 4/19(日)地区研修・協議会が行われた。その１ヵ月

前 3/7(土)－3/8(日)に岡山全日空ホテルで会長エレクト研修セミナ

ー(PETS)があり、地区内６７クラブより出席した。 

この PETS 出席は会長エレクトとしての義務であり、研修を通じてクラ

ブの責務を認識せよと、頭が痛くなる程の研修セミナーを２日間におい

て学んだ。 

それに引き続いて、今回の地区研修・協議会が地区ガバナーエレクト 

佐藤芳郎氏の主催で行われた。本会議の後、各部門別に分かれて

研修があり、私は会長エレクト部門に参加をした。 

リーダーは佐藤芳郎ガバナー・エレクトであった。 

K.R.“ラビ”ラビンドラン RI 会長エレクトは 2015-16 年度の RI テーマを

“世界へのプレゼントになろう”と定められた。 

人間は、生まれて多くのものを授かり、手に入れている。人間は死ぬ

までの限られた間に、それらをお返ししなくてはと言う心がまえが必要。

金や物を贈るだけではなく、自ら手をさしのべて世界を豊かにするため

のギフト(プレゼント)に自分自身がならなくてはならない。ギフト第 1 例

として、我々はポリオの絶滅をあげる。 

これこそ、将来の子供達への大きなギフトになると語られている。クラブ

リーダーはこの心意気を感じよう。 

今年度が記憶に残る、良きロータリー年度であること、クラブリーダーは

特色ある、自分のカラーを出して欲しい、そしてクラブ活性化を目指し

て欲しいと。 

「出来ない理由を探さず出きる方法を考えよう。そして楽しもう、合言

葉はエンジョイロータリー！」であると強調された。 

公共イメージを高めよう。財団への寄付、会員増強はもちろん熱意を

もって行動に向かって欲しい。 

ガバナーエレクト佐藤氏が今年度めざす方向を示された。 

 



幹事部門                            清原正幸 

4 月 19 日岡山の地区研修・協議会に次年度幹事として出席をして来ま

した。午前中の基調講演にて次年度の方針をガバナーエレクトの佐藤芳

郎さんからお話を頂きました。午後から部門別協議会の幹事部門に参加

しました。次年度地区代表幹事より、ロータリーのオンラインツール、ロータ

リークラブ・セントラルの説明を受けました。時代の流れも当然デジタル化

していますし、使いこなせば便利なものなので地区としても推進していくと

の事でした。 
幹事の心得として次期地区研修リーダーの延原正パストガバナーより講

義を受けました。まず、定款を読み、目的を知っておくこと。幹事はクラブの

要であり政治の世界なら幹事長に当ります。よってその責任は非常に重

大であり、いい意味でプレッシャーのかかる立場なのでしっかり行動すること。

一日一回は会長とコンタクトを取る、事務局員さんには最大限の気を使っ

てあげる、などこの両名とは常に蜜に連絡を取り合って何事にも素早く対

応できるようにすること。時間厳守！など幹事としての心得をしっかり教え

て頂きました。学んだことを肝に銘じ次年度しっかり頑張っていきます。 
 

 

社会奉仕部門                    佐々木哲也 

午前中の本会議に続く午後からの社会奉仕部門の部門別協議会は、

カウンセラー：橋本讓ＰＧ、副カウンセラー：森下ＰＧ・葛尾ＰＧの元、岸篤

彦（次期第４グループＧ補佐）リーダーの進行で会議が行われた。 

議題１： 「過去２～３年における社会奉仕活動の内容」 

リーダーより、事前アンケートに回答された各クラブの社会奉仕活動は、

①地域交流（出雲南ＲＣ「出雲の伝統を知ろう」など）、②環境保全活

動（砂丘除草・植樹・里山保全・清掃・棚田再生・ＥＭ菌・割り箸やエコ

キャップ回収・校庭園庭の芝生化など）、③生活支援プロジェクト（各種の

無料相談会など）の３つに分類されるとの総括があった。その後、リーダー・

カウンセラーからの具体的な質問に対して、出席者が回答する形で会議

が進んだ。 

部門別協議会の終了間際に､橋本カウンセラーから､献血活動について

質問があり､当クラブの活動状況を説明した。 

議題２： 「2015-16 年度あるいはそれ以降で計画されている活動」 

リーダーより、事前アンケートの中の目新しい社会奉仕活動が紹介され、

さらに具体的な内容についてクラブから説明がなされた。 

地区補助金事業の申請は 37 件。 

・里山塾開催 （松江東ＲＣ） 

・“吹奏楽クリニック”（＝音楽会）の開催 （米子東ＲＣ） 

・青少年教育の標語募集し、３１日式日めくりカレンダー作成・配布 

（出雲中央RC） 

リーダー・カウンセラーの議論の中で、地域社会のニーズ把握、他団体（グ

ループ）との連携および継続、公共イメージの向上が重要であることが強

調された。また地区補助金事業は、監査を念頭に横断幕や看板を用い

て証拠となる写真を撮影しておくことや、その効果の評価が必要であると

の指摘があった。 

なお次年度の奉仕活動の一つとして、青少年奉仕委員会と協力し、２０

１５～１６年度の地区補助金事業を計画・申請しています。 

こどもたちが安全で安心できる社会環境を整えることを目的として、灘分

小学校敷地内にこども見守り防犯カメラ 2 機を設置するとともに、併せて

防犯意識向上を目的とした防犯教室の開催する計画です。 

 


